
日時 2016年6月26日（日）9:00～14:00
会場 栃木県総合運動公園 陸上競技場
主催 公益財団法人とちぎＹＭＣＡ

ワイズメンズクラブ（宇都宮・宇都宮東・足利・那須）
共催 ＹＭＣＡ国際賛助会（ＦＣＳＣ)
後援 内閣府、厚生労働省、全国社会福祉協議会、栃木県

栃木県教育委員会、栃木県社会福祉協議会、宇都宮市
宇都宮市教育委員会、宇都宮市社会福祉協議会
宇都宮市障害者福祉会連合会、栃木県看護協会
下野新聞社、ＮＨＫ宇都宮放送局、とちぎテレビ
栃木放送、エフエム栃木、宇都宮ケーブルテレビ

とちぎＹＭＣＡチャリティーラン事務局

〒320-0041 栃木県宇都宮市松原2-7-42
TEL:028-624-2546 FAX:028-624-2489
e-mail: ymca@tochigiymca.org

移動距離 757 km

ご支援ありがとうございました

■協賛企業・団体・個人（敬称略・順不同）

《寄付金 》

1.三菱商事（株） 2.富士通（株） 3.ステートストリート・コーポレーション

4.（株）アイケーコーポレーション 5.（株）星野アルミ建材 6.（株）カナメ

7.山口住宅産業（有） 8.那須ワイズメンズクラブ 9.鈴木悦子

10.（株）山陽シーエム 11.（有）菊地自動車修理工場 12.水上木材工業（有）

13.西那須野幼稚園 14.オレンジサロン 15.冨士機材（株） 16.伊澤智昭

17.（株）田上財務経営センター 18.藤田医院 19. (有）澤政

20.三井生命保険（株） 21.（株）大洋電気工業中 22.KEIJI CLASS

23.中澤堅次 24.岩村建設 25.十河弘 26.（有）くすの木

27.白澤病院 28.（株）田中工業 29.柳田孝 30.宇都宮ヤクルト販売（株）

31.リスランニングチーム 32.佐藤篤子 33.上野 すみ子 34. 玉木 久子

35.（株）日本システムエンジニアリング 36. 大野孝宏 37. （株）ギガ

38.坂主晴美 39.山田みやここと市民の会

《協賛品》

1.三菱商事（株） 2.アメアスポーツジャパン（株） 3.富士ゼロックス栃木（株）

4.キャセイパシフィック航空会社 5.コストコ・ホールセール・ジャパン（株）

6.カルビー（株） 7.（有）ナンブハウジング 8.（株）栃木銀行 9.大塚製薬（株）

10.（株）日本栄養給食協会 11.松本利馬 12.大麦工房ロア

13.日産自動車（株）栃木工場 14.フタバ食品（株） 15.（株）足利銀行

16.宇都宮ヤクルト販売（株） 17.宇都宮中央ライオンズクラブ

18.（株）伊藤園 19.NTTファイナンス（株）関東支店 20.谷澤茂

21.キリンビールマーケッティング（株）

《広告協力》

1.水上木材工業（有） 2.関東総合企画（株） 3.吉野石膏（株）

4.上野文具（株） 5.（株）NRS 6.大洋電気工業（株）

7.国際ソロプチミスト宇都宮 8.北関東綜合警備保障（株）

9.トラットリア･エッセ 10.（株）大塚カラー 11.（株）ロイエル

12.新日本設計（株） 13.トヨタカローラ栃木株式会社

《協力団体》

1.さくらんぼファミリー 2.よさこいグループ「勢や」

3.リレー・フォー・ライフ・ジャパン2016とちぎ 4.宇都宮大道芸フェスティバル

5.栃木照る照る坊主の会 6.イチゴノキ 7.社会福祉法人すぎの芽会

8.きよはら山口さん家 9.社会福祉法人同愛会 10.とちぎライトセンター

11.ウイメンズハウスとちぎ 12.那須ワイズメンズクラブ 13.焼きたて屋 コパン

「障がいのある子どもたちの笑顔のために」

第１１回とちぎＹＭＣＡ
インターナショナル・チャリティーラン

2016 報告書

ご支援ありがとうございました

■ たすきリレー参加チーム名（敬称略・順不同、番号はゼッケンNO）

1.藤井産業Aチーム 2.藤井産業Bチーム 3.藤井産業Cチーム

4.藤井産業Dチーム 5.藤井産業Eチーム 6.妖艶美女軍団

7.髙村保険事務所 8.村井クリニック 9.足利不動産 10.うえぶん

11.富士ゼロックス栃木① 12.富士ゼロックス栃木②

13.富士ゼロックス栃木③ 14.富士ゼロックス栃木④

15.富士ゼロックス栃木⑤ 16.富士ゼロックス栃木⑥ 17.八洋フーズ

18.宇都宮ワイズメンズクラブ① 19.宇都宮ワイズメンズクラブ②

20.NTT東日本栃木支店 21.オカダ 22.グループサカモト

23.マロニエ交通 24.岩村建設行けメンズ 25.岩村建設ダンディーズ

26.マイホームきよはら① 27.マイホームきよはら②

28.さくらんぼ幼稚園 29.スキットＡ 30.スキットＢ 31.沼尾医院

32.チーム サムサム 33.トライ 34.前田工業

35.リレー・フォー・ライフ 36.宇都宮ベンチャークラブ

37.ワンコインさくらんぼチーム 38.オカダプレス工業

39.マルヒロリサイクル 40.足利銀行本店営業部 41.FSL

42.県央資源リサイクル 43.宇都宮東ワイズメンズクラブ

44.アクティオ 45.藤和興業 46.Y３宇都宮 47.カナメⅠ 48.カナメⅡ

49.カナメⅢ 50.ようとう保育園 51.損保ジャパン日本興亜

52.白澤病院 53.創電社 54.大和久学園 55.ウイズテック

56.Challenged 57.YYファイヤーズ

親子で力を合わせ
頑張りました

マイホームきよはら①チーム

感動のフィニッシュシーン

「勢や」の華麗な
パフォーマンス



移動距離 757 km

第11回とちぎＹＭＣＡチャリティーラン開催報告とお礼

この度は、標記大会の開催趣旨をご理解頂き多くの皆様よりご支援
ご協力いただきましたことに感謝申し上げます。
6月26日（日）、栃木県総合運動公園陸上競技場とその周辺を会場
に、盛会のうちに開催することが出来ました。数日前の天気予報では
雨マークがついており心配しましたが、当日は晴天に恵まれ、むしろ
暑いぐらいの陽気になりました。メイン競技の「たすきリレー」には57チ
ーム285名のランナーが参加しました。その他、85名余りの障がい児・
者、252名のボランティア、94名のスタンプラリー参加者、そして13の
協力団体の方々など、総勢810名の参加を得て開催することができま
した。今回よりチャリティーランにお越し頂いた方々と思いを一つに陸
上競技場を一周する「エンジョイラン」を考え実施することができました
。また、毎年協力してくださる「よさこいグループ 勢や」のパフォーマ
ンスに会場内盛り上がることができました。この大会が盛会のうちに
開催できましたことは偏にご支援ご協力くださいました多くの皆様のお
陰と感謝しております。
この大会が企業と市民の協働として更に広がりを見せ「障がい児・者
と全ての人々がともに健康で幸せな暮らしができるノーマライゼーショ
ン社会」づくりの一助となることを願い今後ともご支援ご協力賜ります
ようお願い申し上げます。

公益財団法人とちぎＹＭＣＡ 代表理事 鷹箸 孝
とちぎＹＭＣＡチャリティーラン実行委員長 佐藤 隆久

2016年11月30現在

競技結果報告

1位 マイホームきよはら② 25分39秒
2位 県央資源リサイクル 27分38秒
3位 NTT東日本 栃木支店 28分03秒

YMCA賞
キャセイパシフィック賞
チャリティーラン賞
アメアスポーツ賞
特別賞A 宇都宮ベンチャークラブ
特別賞B YYファイヤーズ
特別賞C 富士ゼロックス栃木⑥
三菱コーポレーション賞 マルヒロリサイクル

チャリティーランとは・・・
●心身に障がいのある子どもたちを対象として、全国のＹＭＣＡで
はいくつものプログラムを実施しています。「チャリティーラン」は
これらの活動を実施するための支援金を集めることを目的とした
チャリティーマラソン大会です。
●東京ＹＭＣＡでは、在日大使や外資系企業で構成するボラン
ティア委員会と日本ＹＭＣＡ同盟国際賛助会が主催し、実施され
ています。昨年は北海道、仙台、栃木、埼玉、茨城、千葉、東京
横浜、山梨、名古屋、和歌山、京都、奈良、大阪、神戸、広島
福岡、 鹿児島で開催されました。
●チャリティーランは駅伝式レースです。各チームが競うと同時に、
心身に障がいのある子どもたちを支援することの大切さを分かち
合うというものです。
●大会はボランティアによって運営され、参加者一人ひとりがこの
大会を支え、参加費は子どもたちをキャンプに招待したり活動を
支援する目的のために用いられます。

【収入】 単位（円）

たすきリレー 1,710,000

協賛金、広告協力 1,031,331

物品販売（Ｔシャツ等） 113,800

合計 2,855,131

【支出】 単位（円）

会場費 73,049

通信費、備品費、会議費、
交通費、事務局経費 663,950

保険料 50,750

日本YMCA同盟を通して全国のYMCAが行う
「障がい児（者）プログラム」支援金として 620,215

とちぎYMCAが行う「障がい児招聘キャンプ」
及び「障がい児（者）プログラム」
の活動資金として

1,447,167

合計 2,855,131

2016年度チャリティーランの収益金で、
下記のプログラムを実施・支援します

▼達成感と自信を得ることを願って実施します
・障がい児・者のための体験活動「富士山キャンプ」

▼とちぎYMCAが行っているチャレンジドプログラム
（障がいのある子ども達への支援プログラム）を支援します
・幼児～中学生のための放課後児童クラブ
「ぽっぷこ～ん」
・主に小学生を対象としたグループ活動
「レインボー」と「スマイリークラブ」
・主に中学～成人を対象としたグループ活動
「アイスファイヤー」
・主に成人者を対象としたグループ活動「フレンズ」

※チャレンジドには「神様からチャレンジすべき課題や才能を
あたえられた人」という意味が込められています

たすきを繋いで…

大和久学園
チーム サムサム
マイホームきよはら①
マロニエ交通

たすきリレー・フィナーレ
エンジョイラン


